
第１８節 景観 

 

■ Ⅰ 調査、予測及び評価の手法 

 

□ Ⅰ－１ 調査手法 
項 目 調査方法・調査地点 

会場候補地周辺の注目すべき

景観資源 
・会場候補地周辺の景観資源の分布状況、会場候補地との位置関

係、資源特性及び眺望特性その他利用状況等を把握するため、

現地調査を実施し写真等映像情報を取得した。 

・調査結果に基づき、各景観資源と会場候補地との物理的・視覚的

関係性を解析し整理した。  
会場候補地周辺の注目すべき

視点からの眺め 
・現地調査により会場候補地周辺の視点の分布状況、会場候補地

との位置関係、眺望特性や利用特性等を把握し、会場候補地が

視認できる注目すべき視点を抽出し、写真撮影を行った。  

・既存資料による標高データに基づく数値地形モデルを用いて、上

記調査において抽出した注目すべき視点から見た会場候補地の

視認性について解析した。  
会場候補地内の景観特性、 

注目すべき景観資源･視点 

からの眺め 

・ 会場候補地内の景観を構成している諸要素、主な景観資源、主

要な視点からの眺め、視覚的印象や景観の自然性・歴史性等を

把握するため、現地調査を実施し、写真等映像情報の取得及び

視覚的要素の測定を行った。  

・ 利用者に対するアンケートや被験者によるフィールド実験及び地

元住民・関係者に対するヒアリング調査を実施し、それらの結果と

上記調査結果及び地形、植物、動物等その他の調査結果とを比

較検討することにより、会場候補地内の景観特性を解析した。  
 



□ Ⅰ－２ 予測及び評価手法 

１）工事中 

項 目 注目すべき景観資源・注目すべき視点からの眺め 

予 測 予測対象地域：会場候補地及びその周辺 
予測時期：工事中（工事最盛期） 

予測方法： 

工事による土砂の堆積や工事中の行為等による影響の発生を回避あるいは低減させるた

めの対策、配慮事項を明らかにすることにより予測した。 
評 価 ・ 本事業による環境影響が実行可能な範囲内で回避・低減されているかどうか評価した。  

 
２）存在 

項 目 注目すべき景観資源 

予測 予測対象地域：会場候補地内 

予測時期：事業実施後（存在影響がほぼ確定する時期） 

予測方法： 

計画案から直接改変等の影響を受ける景観資源を抽出し、景観資源を構成する物理的要

素等に関する変化の内容を明らかにすることにより予測した。 

評価 ・ 本事業による環境影響が実行可能な範囲内で回避・低減されているかどうか評価した。 
 

 

項目 注目すべき視点からの眺め 

予測 予測対象地域：会場候補地及びその周辺 

予測時期：事業実施後（存在影響がほぼ確定する時期） 

予測方法：  

・ 計画案から、新たに出現する地形、地被、地物等、会場候補地内の景観を構成する物

理的要素に関する変化の内容を明らかにし、その物理的変化に伴う注目すべき視点か

ら眺めの変化を、コンピュータ・グラフィックスによるシミュレーション手法を用いて予測し

た。  

・ また、コンピュータ・グラフィックスによる予測画像を用いて、視覚的変化に対する物理的

指標等の測定を行い、視覚的変化の影響の程度を予測した。  
 

評価 ・ 本事業による環境影響が実行可能な範囲内で回避・低減されているかどうか評価した。 
 

 

３）供用時 

項 目 注目すべき景観資源 

予 測 予測対象地域：会場候補地内 

予測時期：供用中（会期中の利用最盛期） 

予測方法 

・ 会期中の利用者の踏圧や採取による影響の発生そのものを回避あるいは低減させるた

めの措置を具体的に示すとともに、当該措置の効果が既存の知見により十分な確実性

を有している点について解説することにより予測した。  
 

評 価 ・ 本事業による環境影響が実行可能な範囲内で回避・低減されているかどうか評価した。  

 



■ Ⅱ 調査、予測及び評価の結果 

 

□ Ⅱ－１ 調査の結果 

調査結果については、予測及び評価に係わるものについてⅡ－２項であわせて記載している。 

 

 

 

□ Ⅱ－２ 予測及び評価の結果 

 

１）工事中 

 

ア 注目すべき景観資源 

下記のような保全対策の徹底を図ることにより、工事に伴う景観資源への影響を回避又は低減できると

判断した。 

・のり面の崩壊及び土砂流出防止のための早期安定化処理、早期緑化及びのり尻の土砂流出防止対

策の徹底を図る。 

・残置森林内への資材集積や仮設物の設置に留意する。 

・工事廃材等の処理を徹底し、捨て土等の行為が起きないよう留意する。 

・工事車両の走行等による工事用道路沿いの立木の損傷等に留意する。 

・現況を保全する区域付近で工事を実施する場合は、マーキング等による工事関係者への注意喚起に

努める。 

 

イ 注目すべき視点からの眺め 

 「ものみ山」及び「ものみ台」の２地点は、工事期間中も眺望利用を目的として不特定多数の人々が訪

れる可能性がある。ただし、造成区域に近接している「ものみ台」については安全性確保のため工事期

間中は一般者の立ち入りを制限することから、工事中の視覚的変化についての予測は、「ものみ山」か

らのみ行うこととした。 

 予測は、コンピュータ・グラフィックス（以下「Ｃ.Ｇ.」という。）を用い、保全対策実施前と実施後の景観変

化の程度を比較することによって行った。Ｃ.Ｇ.は、事業実施後の造成地盤高情報を盛り込んだ地形モデ

ルを作成し、直接改変部には裸地もしくは牧草種の吹き付けによる応急的緑化を施した際の地被状況

を、残置部には現況の空中写真をマッピングした上で現況写真との合成を行った。また、写真合成によ

る既存樹木の遮蔽効果を考慮せず安全側に立った予測を行うため、地形と地被情報のみの３次元情報

によるＣ.Ｇ.画像も作成し参考として示した。 

 結果は次ページの予測画像に示すとおりであり、「ものみ山」からの工事中の眺望変化は、視点付近

の既存樹木により遮蔽され、直接改変域の出現が極めて限定的であると予測された。また、裸地部の早

期緑化を徹底することにより、改変域は裸地状態のときよりも周辺の森林域に融和し、視覚的変化に伴

う心理的影響を緩和する効果が期待できるものと予測された。 

 したがって、工事期間中は先に示した保全対策の徹底を図ることにより、工事に伴う注目すべき視点

からの眺めの変化を、低減できるものと判断した。 

 



 

図４－１８－１ 工事中における「ものみ山」からの景観シミュレーション 

 

 

２）存在 

 

(1)注目すべき景観資源 

 

ア 主要施設地区における影響 

 図４－１８－２に示すとおり、景観資源に対する主要施設地区（本事業により改変）による直接改変は、

「利用者・地域住民に好まれる資源」はすべて回避できるものと判断した。また、「歴史的・文化的資源

（遺跡）」については、古墳１基、窯跡（13 世紀）１基が直接改変域に係ることから、これらの遺跡につい

ては文化財保護法の規定に基づき適切に対処することとした。 

 なお、本事業による主要施設地区の大半が含まれる地域整備事業の直接改変等による影響は、以下

の［参考］の通り予測・評価されている。  



イ 森林体感地区における影響 

 図４－１８－２に示すとおり、森林体感地区には「利用者・地域住民に好まれる資源」や「歴史的・文化

的資源（遺跡）」等の注目すべき景観資源が含まれてことから、今後も計画熟度に応じて適切な措置を

講ずることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１８－２ 注目すべき景観資源の分布と計画案 



［参考］：地域整備事業による予測・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2)注目すべき視点からの眺め 

 調査結果から抽出された注目すべき７視点（図４－１８－３参照）のうち、会場内となる「ものみ山」「も

のみ台」を除いた５視点から、会場候補地方向を眺望した際のＣ.Ｇ.を作成し、これと同アングルで撮影し

た現況写真とを比較することにより、構造物の視野内に占める割合＊を測定した。 

 Ｃ.Ｇ.は、事業実施後の造成地盤高情報を盛り込んだ標高データをもとに地形モデルを作成し、構造物

としては現在検討されている地上高11ｍのデッキ上に1層～2層(11ｍ～22ｍ）の施設が出現することを

想定して、地上高 22ｍと 33ｍの一律の高さの構造物を造成域全面に配置した状態をそれぞれシミュレ

ーションした。 

 各視点毎の予測結果は、表４－１８－１に示すとおりであり、いずれの視点においても、主要眺望方向

を中心とする60度円錐内に出現する構造物の占有率は、施設高が33ｍの場合の平均が約0.3％、施設

高が 22ｍの場合の平均が約 0.1％となり、いずれにおいても構造物の出現に伴う眺めの変化は極めて

小さいものと予測された。 

 なお、Ｃ.Ｇ.においては、地形と構造物のみを３次元情報として取り扱っており、残置森林等による遮へ

い効果等は考慮していないため、Ｃ.Ｇ.に表現された構造物の視野占有率は、地形による遮へいを考慮

した上での理論的に考え得る最大限のものであり、実際には樹林等に遮へいされ、Ｃ.Ｇ.に描かれたも

のよりさらに小さくなるものと予測される。 

 ただし、「上之山団地」については、予測を行った眺望方向では眺めの変化は極めて小さいものの、当

該団地南側の現造成地上に主要施設地区が整備されることから、視点を団地南側に移動させれば明ら

かに新たな景観が創出されることになる。したがって上之山団地周辺において創出される景観について

は、恒久施設が設けられる場合には、今後も計画熟度に応じて影響の回避又は低減に努めるとともに、

必要に応じて適切な措置を講ずることとする。 

 

＊：

構造物の視野内に占める割合と景観評価との関係については、主に自然公園等優れた自然

景観域における既存の研究例により、「美しい」「魅力的」「自然と調和している」「景観としての

価値が高い」 

「自然が保護されている」等のプラス評価を得られる閾値が 1.5％以下であるといった評価実験

データが得られている。  

 



 

 

 

図４－１８－３ 予測対象視点位置図 
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(3)総 括 

 以上によれば、注目すべき景観資源のうち、歴史的・文化的資源（遺跡）以外は、本事業による直接改

変を回避できるものと判断した。また、注目すべき視点からの眺めに対しても、会場候補地外からの視

点については、主要施設が近接して整備される「上之山団地」以外は眺めの変化も回避又は低減できる

ものと判断した。なお、今後も計画熟度に応じて影響の回避又は低減に努めるとともに、必要に応じて適

切な措置を講ずることとする。 

 一方、主要施設地区の大半が含まれる地域整備事業の直接改変等に対しては、特に「海上集落一

帯」「北海上川（四ツ沢～海上砂防池）一帯」「海上砂防池上流部一帯」「吉田川（広久手第１池）一帯」と

いった利用者や地域住民に親しまれ、好まれている景観は失われ、新しい都市的景観に変化すること

は避けがたいと予測されている。したがって、地域整備事業としては、それらの影響の低減、もしくは一

部代償を図るため、修景緑化や施設デザインの検討、多自然型河川整備、水田形態を残した園地整備

等の保全措置を講ずることとされている。  

 

３）供用時 

 注目すべき景観資源に対する利用者の入り込みによる踏圧等を回避するため、利用者の管理、歩行

ルート利用にあたってのはみ出し防止対策、利用者への情報周知によるモラルの形成等に努める等の

保全対策を行うことから、供用時における注目すべき景観資源への影響を実行可能な範囲内で回避又

は低減できるものと判断した。 


